
ぽっぷ…
popular（広くみんなに知られている）、
pop one’s mind（ふと思い浮かぶ）…
少しでも多くの皆さんに知ってもらいたい
という願いを込めて名づけました。
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　男女共同参画を一人一人の身近な問題とし
て考える機会をつくり、意識の高揚を図るた
め、「男女共同参画を進めるための標語」の
募集をしました。
　541作品の応募があり、次のとおり最優秀
賞、優秀賞を決定しました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

「男だから、女だから」という固定観念を持つことな
く、一人ひとりが持つ能力を存分に発揮できる街にな
ればと思い、この標語を考えました。

令和３年度
男女共同参画を進めるための標語

入 賞 作 品

最優秀賞

優秀賞

●最優秀賞受賞者コメント●

意識変え　能力生かせる　豊かな街へ

男だろ？女でしょ？　そんなレッテル　打ち破れ

育メンを　自慢しないで　それ普通
高橋　心寧 さん（天童高校１年）

伊藤彩妃子 さん（山形大学）

深堀　竜矢 さん（天童三中２年）

互いの個性　助けて認めて　共生社会
木村　惠太 さん（天童高校１年）
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　県では、ワーク・ライフ・バランスや男女共同参画に関する県民の意識や考え方を幅広く把
握するため「ワーク・ライフ・バランス、男女共同参画及び女性活躍に関する県民意識調査・
企業実態調査」（県民意識調査）を実施しています。
　この調査によると「夫は働き、妻は家庭を守るのが良い」というような性別による固定的な
役割分担意識※は、令和元年の調査で初めて「反対」が５割を超え、「賛成」が３割を下回りま
した。固定的な役割分担意識の解消に向けて、少しずつではありますが、前進しています。

（Ｒ１　ワーク・ライフ・バランス、男女共同参画及び女性活躍に関する県民意識調査・企業実態調査／山形県）
調査地域：山形県全域　調査対象：県内在住の満１８歳以上の男女個人　調査時期：令和元年８月～９月

調査方法：郵送２，０００人及びインターネットによる公開アンケート方式
有効回収数（率）：郵送８２１件（４１．１％）　インターネット：１７件

男女共同参画に関する意識調査

※性別による固定的な役割分担意識：「男は仕事、女は家庭」というように、性の違いによって役割を固定してしまう
　ような考え方や意識。
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「夫は働き、妻は家庭を守るのが良い」
という固定的役割分担意識

「夫は働き、妻は家庭を守る」という固定的役割分担意識（賛成・年代別）
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